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ツマ グロ ヒ 』 ウ モン Argyreus hyperbius LINNE の 


幼虫 に つい て (第 是 報 ) 
久川 健 り 


On the larva of Argyreus hyperbius i て TL) 
By 工 AKESHI HrsAkAwA 


ま え が き 
DONT 白水 隆 教授 の 原色 日本 蝶 類 幼虫 大 
図鑑 エル を みる と 筆者 の 観察 し た 7 令 の 記録 は , 観察 の 誤り で は な いか と の 附 記 が ある . 6 回 脱皮 し て 7 令 を 


SN 証拠 だ て る も の を 残し て お ら ず , 再び 確 め る 必要 を 感じ て いた . 今回 た また ま 材 
料 が 手 に 入り , 1 世代 を 飼育 観察 出来 た の で , その 結果 を 第 報 と し て 報告 し て お きた い . 


1 観察 と 飼育 経過 





1) デー ター 

母 蝶 の 捕獲 場所 : 香川 県 天川 郡 長 尾 町 川東 

母 蝶 の 捕獲 年 月 日 : 1964 年 4 月 21 日 p.m. 

母 蝶 の 捕獲 者 : 筆者 

飼育 と 観察 場所 : 長尾 町 造 田 公民 館 

産卵 年 月 日 : 1964 年 4 月 22 日 a.m. 

0 33 卵 

観察 年 月 : 1964 年 4。 5。 6 月 

0 : ス ミレ Viola mandshurica W.Bgck 

タチ ツボ スミ レ V.grypoceras A.GRAY 

(2) 母 蝶 の 捕獲 , 産 久 
上 記 の 場所 で 過 1 然 捕え た を 持ち 帰り 翌日 宿 人 
で ある 公民 館内 に て , 土管 の 切 端 を 庭 隅 に 自生 し て 
いた タチ ッ ボ スミ レ (V.grypoceras) に か ぶせ 。 ® 
を 放し て 綱 で 著 し て お いた と とろ, 食 草 や 網 に 33 卵 
を 産み 付け て いた . その 翌日 , 砂糖 を 水 に 薄め て 給 
錠 し 別 の タチ ツボ スミ レ に 移し た が , 産卵 し な いま 
ま に 衰 弱 し て , や が て 死ん で し まっ た . 

(3) 幼虫 の 飼育 法 

産卵 後 放置 し て いた 卵 は , 5 月 6 日 午前 中 に 全 卵 
殆 ん ど 揃 っ て 和解 化し , 筆者 の 考案 し た 2 つの 飼育 箱 
に 。 初 令 幼虫 28 頭 を 1 区画 に 各 1 頭 ず つ 収 容 し た . 
残り の 幼虫 は その まま 自生 し た タチ ッ ボ スミ レ に 放 





Q@@9@@@ ら @6 





置 し て いた が , 6 月 25 日 の 観察 で は 飼育 箱 に 収容 第 1 図 饲育 箱 下 垂 蕊 关 师 

ee 、 _ 前面 3 方 に 溝 を つけ ガラ ス を 差し 込ん で 後面 に は 薄 
RT EE い 布 を 張っ た 。 箱 の 大 きさく (外側 約 300 x 200 x30mm), 
(4) 飼育 箱 1 区 画 の 大 きさく ( 約 60 x 40 x30mm) 





1) 大 阪 府 枚方 市 黄金 野 1 丁 目 8 一 32--103 
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仕事 の 関係 で 携帯 に 便利 な よう に 工夫 し , 第 1 図 の よう な 箱 を 作っ て みた . 食 草 を 少し で も 長持ち させ た い 考 
え か ら , 2cc 注 射 薬 の 空 ア ンプ ル を 絆 創 育 で 止め て 注射 器 で 給水 し , 若 令 中 の 湧 死 を 防ぐ た め に 脱脂 綿 の 栓 を し 
た . 脱皮 時 の 頭 部 発見 と 除 糞 を 容易 に する た め に , 仕切 っ た 区 画 の 底 に 白紙 を 敷い た . 若 令 時 は 1 区 画 で 良かっ 
た が , 終 令 で は 狭く な り , 中 間 の 枠 を 取り 除 か ね ば な ら な か っ た . これ は 当初 箱 を 横 に 使っ て , 食 草 を 底 に 置く 
だ け の 計画 を 上 記 に 変更 し た 為 で ある . 

⑤) 钢 察 二 

飼育 箱 は 通常 観 宗 し や すい 廊下 の 直射 日 光 の 当ら ぬ 壁 に 掛け て お いた . 時 々 庭木 に も つる し た り し た が , 直射 
日 光 で 温度 が 上 り 過 ぎ , 幼虫 死亡 の 一 因 に な っ た と 考え られ て と れ は 失敗 で あっ た . 廊下 の 壁 に 2 つ 並 べ て 置い 
た 箱 の うち 奥 側 , すなわち 北 分 光量 の 少な い 側 CNo.15 一 26 一 28 一 40) の 幼虫 の 成長 が 多少 遅れ た こと は 注目 す 
べき で あろ う . 

観察 時 間 は 大 体 1 日 3 回 , 朝 は 出勤 前 の 7 時 半 頃 と , 昼 は 正午 か ら 午 後 1 時 まで の 休憩 時 間 , 夜 は 8 時 項 か ら 
10 時 頃 ま で , 食 草 の 交換 , 除 糞 , 給水 , 記録 は 主 に 夜間 行ない , 機会 ある 毎 に 極力 観察 に 努め た . 飼育 の 期間 中 
公務 で 大 阪 に 出張 し た 際 も , 幼虫 の 半数 を 携帯 し た り し て , 自然 状態 と は 大 分 環境 が 異 っ た こと を 道 憎 と する . 

(6) 期間 と 体長 測定 

卵 , 幼虫 の 各 令 , 遇 等 の 期間 に つい て は 各々 の 日 で 時 間 に ず すれ が あり , 同日 付 に お いて も 早朝 と 夜 遅 く で は 大 
き な 開 き を 生じ る と と ろか ら , 1 日 を 3 等 分 し て , 両日 に また が っ た 時 は 7。 と な っ た 場合 を 1 日 と し , 満た な 
い 時 は a, */s 日 と し て 表現 し た (第 1 表 , 第 3 表 , 第 2 図 ) 従っ て 1 日 が 正確 な 24 時 間 で な いこ と を 断っ て お 
きた だい >。 | 

体長 測定 は 毎日 行なう 様 努 め た が 出来 な か っ た 日 も ある . 第 3 表 の 結果 は 初 令 で は 財 化 直後 と 体長 の 最大 と な 
っ た と き の 記 録 , 2, 3, 4, 5, 6( 終 ) 令 に お いて は 体長 の 最大 と な っ た と き の 記 録 で ある . 






































第 1 表 飼育 幼虫 の 発育 経過 (産卵 か ら 羽 化 ま で ) I 


























日 件 時 間 | 其 間 | No.( 枝 番号 省略 ) | 個体 数 
卵 産 卵 4 月 22 日 a.m. 工 一 28 全 卵 28 
及 。 化 5 月 6 日 ヶ | 卵 期 間 14 日 | 1-28 全 卵 28 
和 死 LE 23, (1) 
第 1 回 脱皮 5 月 10 日 p.m. 1 令 期 間 42/s 日 14,19, 2 
第 1 令 ヶ 11 日 a.m. ク 5 日 |15,16, 17, 18, 22, 24, 6 
2 p.m. ク 5 7/。 日 |1, 2, 3, 4, 5, 6, 7, 8, 9, 
( 初 令 ) 10,11, 12,13, 25,26,| 15 
ん 12 日 a.m. ヶ 6 日 |27,28 2 
ヶ ヶ PDP.m. ク 6 1/』 日 |20, 21 2 
和 死 下 : 26 C1) 
液 潰 標 本 17 Cy) 
行方 不明 27 (1 ) 
第 2 回 脱皮 5 月 14 日 p.m. | 2 令 期間 4 日 |19 1 
シ 2 15 日 a.m. ク 3 27』 日 13, 4, 5,7, 9, 10, 11, 12 8 
2 シ 2 ヶ ク 4 日 115 1 
ヶ と 2 ヶ ヶ 42/。 日 |14 1 
第 2 兮 ヶ PDP.m. ん 4 日 18 1 
2 リーグ ケ ク 4 1/ 日 16 1 
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第 2 回 脱 度 16 日 am. | 2 令 期間 3 日 |28 1 
/ ク / / 4 2/。 日 |1,6,25 3 
/ ん ん ん 5 日 118,24 2 
/ ク P.m. 2 5 日 12,22 2 
ク 17 日 a.m. ク 5 2/。 日 113 1 
の ヶ p.m. ヶ 5 日 |20,21 2 
液 潰 標本 25 (4) 
第 3 回 脱皮 5 月 19 日 a.m. 3 令 期 間 4 日 |7,9,10,14, 15 5 
ケ ん 2 ケ 42/。 日 119 1 
ク ク Pp.m. ク 31/。 日 1, 6, 18 3 
ヶ ヶ 7/ ヶ 4 日 18,16 2 
ク ク ク ク 41/。 日 13, 4, 5, 11, 12 5 
第 3 令 ク 20 日 a.m. ク 2 2/。 日 |21 1 
ク ク 名 ヶ 4 日 |24 1 
ヶ ク Pp.m, ク 3 日 120 1 
と 2 ん ヶ ヶ 3 2/。 日 |13 1 
2 ヶ 2 ん 4 1/。 日 128 1 
ク 21 日 a.m. ク 42/。 日 12 1 
ク 22 日 ヶ ク 5 ?/。 日 122 1 
死亡 24 (1) 
液 潰 標本 18 (1) 
第 4 回 脱皮 5 月 21 日 p.m. 4 令 期間 234 日 17,19 2 
ク 22 日 a.m. クー 2 2/。 日 |1, 6 2 
ク ク ク ク 3 日 |10,14,15 3 
ク ク Pp.m. ク 3 日 |I11,12 2 
第 4 倒 ヶ 久 。 ク ヶ 31/。 日 19 1 
ヶ 23 日 a.m. ヶ 3 2 日 13, 4, 5, 8, 16 5 
ク ヶ Pp.m. ク 3 日 113,28 2 
ク 24 日 a.m. ク 3 日 2 1 
ケ ク ケ ク 3 2/。 日 120 1 
ク 29 日 ク ク 7 日 |22 1 
ヶ ヶ DP.m. ク 9 1/。 日 121 1 
死 亡 11, 12, 13, 14, 28 (5 ) 
第 5 回 脱皮 5 月 26 日 a.m. | 5 令 期 間 327 日 19 1 
ク ク ク と 2 4 日 |1.6 2 
ヶ ク と 2 ヶ 4 2/。 日 |7,19 2 
| ク 27 日 ヶ ク 4 日 14,5 2 
第 5 今 | ヶ ク Pp.m. ヶ 41/ 日 3,16 2 
シ 2 ケ ん と 2 5 41/s 日 |15 1 
ク 28 日 a.m ク 5 日 |8 1 
[ ヶ ク 。 ク ヶ 6 日 |10 1 
ヶ 29 p.m. ヶ 57。 日 12 1 
の 30 日 a.m. ク 6 日 120 1 
ク 6 月 3 日 ヶ ク 4 2/。 日 121 1 
2 ヶ Pp.m. 2 51/s 日 122 1 
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液 渍 标本 2, 20 (2 
再 化 6 月 2Ha.m. | 6 令 期 間 7 日 1,6,7 3 
ク 3 日 ヶ ク 8 日 19 1 
ク ク Pp.m. ク 7 日 [16 1 
の ヶ ク ク 71/。 日 15 1 
ク 4 日 a.m. ん 7 日 18 1 
ee AN ク ク ヶ ケ 7 2/。 日 13 1 
ク ク ク ク 8 日 !4 1 
ク ク ク 4 9 日 119 1 
ヶ ク Pp.m. ク 8 日 |15 1 
ん 5 日 am. ク 8 日 I10 1 
2 12 日 p.m. ク 9 日 122 1 
ク 13 日 ヶ ク ク 101/。 日 121 1 
液 漬 標本 8,10 (2) 
羽 化 6 月 15 日 a.m 师 期 间 13 日 1 工 
16 日 ヶ 13 日 19 1 
ク 2 2 14 日 16,7 2 
师 17 日 ヶ ク 132/。 日 |5, 16 2 
18 日 ヶ ク 132/。 日 115 1 
ク ク ん 14 日 |3,4,19 3 
25 日 ヶ ク 112/。 日 121 1 
ク ク ヶ 122/。 日 |22 1 
第 8 表 観察 例 の 比較 一 卵 。 幼虫 。 妨 の 期間 と 体長 (直人 態 を 除く ) 
RY 張 ( 台 茶 ) | 音 。 柳 ( 和 歌 册 ) | 久川 TT ( 香 | 久 川 I (愛媛 
期 间 ' 体 长 | 期 間 ・ 体 長 | 期 間 ・ 体 长 | 期間 ・ 体 長 
日 mm 日 mm 日 mm 日 mm 
( 径 x 高 ) ( 径 x 高 ) ( 径 x 高 ) ( 径 x 高 ) 
邯 4，5 0.75x 0.9 5 0.8x0.9~1.0 14 0.8x1.0| 15 0.8x 1.0 
第 1 令 14。 4 一 一 2.0 3.5|41/。~61/。 2.0~3.5 4 1.8~ 2.3 
第 2 令 12。 3 一 一 4.0 一 6.0 3 1 一 52/3 ~6.0| 4 2.5 一 4.3 
第 3 令 13, 4 一 一 8.0—12.5|2 4 て 5 27。 10.0|8, 9 4.5~ 5.9 
第 4 令 12, 3 一 一 14. 0 一 30.0 241 一 91/ 一 15.0| 3 6.0-- 8.8 
第 5 令 |7, 4 ~45.0| 一 30. 0 一 40.0|3 */。~ 6 ~25.0| 4 11.0 一 15.0 
第 6 ' 今 | 一 = = ~50.0| 7 16.038.0 
第 7 令 | 一 = 人 天 = 7, 9 39.0~50.0 
师 9, 9 15~20 25. 0|112/3 一 14 25。0~26.0i1214 25.0-26.0 
産卵 か ら 羽 化 ま で | 31，32 晶 间 | 不 詳 | 55 一 65 日 間 | 64~69 月 間 
備 考 16, 7 月 10 頭 の 観察 1948, の 1964 年 4 2 1954 年 4 人 
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Om XX 先 で [> 液 光 欄 本 。 の 行 方 不 明 
卵 人 第 2 今 第 3 令 第 4 今 第 5 令 NN 师 以下 人 尿 本 の 全 
初 令 終 令 リ 


第 2 図 飼育 幼虫 の 発育 経過 (産卵 か ら 羽 化 ま で ) 工 


IL 幼虫 の 脱皮 回 数 に つい て 

G) 5 回 脱皮 し て 6 令 を 確認 する 

産卵 か ら 羽 化 まで , 飼育 観察 し た 全 幼 虫 の 発育 経過 は 第 1 表 と 第 2 図 に 示し た 通り で あり , 第 1 回 腕 皮 か ら 誠 
化 まで の 頭 部 脱皮 殻 を 並べ た も の が 第 3 図 と 第 4 図 , 頭 部 脱皮 殻 を 測定 し た も の が 第 2 表 で ある . 

(2) 幼虫 各 令 の 期間 と 体長 

温度 。 日 光 , 栄養 , その 他 種 々 の 要因 で , 成育 状況 は か な り 敏 感 に 変化 する よう で ある (1・(3(⑤) 参 照 ). 観察 
の 目標 , 表現 方 法 が 異な り 疑 問 の 点 も ある が , 引用 し た 文献 と 比較 し て 結果 を 第 3 表 に 示し て みた . 

(3) 幼虫 各 令 の 刺 状 突起 の 色 の 変化 

今回 の 観 祭 で は 必ず し も ゃ 第 1 報 (1955) に 一 致し て お ら ず , 1 個体 だ け に つい て みる と 脱皮 毎 に 突起 の 色 が 変 
化す る と と は 確か で ある が , 個体 差 が あっ て 一 定 し な いと と が 多い よう で ある . 

青柳 昌宏 氏 の 報告 で は 刺 状 突起 の 色 に つい て , 下 半 部 が 黒 , 上 半 部 が 赤 と 明 示さ れ て いる が , 筆者 の 観 侍 で は 
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第 3 図 ツマ グロ ヒョウ モン 4Argyreus hyperbius LINNE 幼虫 の 頭 部 腕 皮 毅 No.8-9 No.9-10 
1 一 5 回 允 幼虫 脱皮 只 标 部 ，6 回 目 は 映 化 腕 上 度 の 頭 部 , 第 人 図 第 3 図 の 拡大 


No. の 枝 番号 は 飼育 箱 の 区 画 番 号 を 示す . (目盛 は mm) 
(No.15 一 26, 3 回目 脱皮 の 頭 部 は 不 注意 に より 紛失 ) 


第 2 表 各 令 豆 部 脱 度 殻 の 大 き さ と の 多少 は あっ て も 例外 な くす べ て 。 下 半 痢 が 赤 。 上 半 部 が 昌 と 











脱 皮 回 数 |] 左右 貼 | 上 下 長 全く 逆 の 結果 で ある . (双方 を 事実 と すれ ば , 幼 貝 突起 の 色 に 2 
つの 型 が ある と と に な り , 大 変 興 味 深い と こと で ある が , 問い 合わ 

な た と ころ 観察 当時 の 邊 料 が 見 当ら な い 由 で 青柳 氏 の 記録 を 克 

導き 人 か め る こと は 出来 な か っ た .) 

第 4 回 (4 偽 ) 1.5 1.2 下 岳 要 

第 5 回 (5 令 ) 2.2 2.0 . 上 8 

第 6 回 ( 終 令 ) 3.0 3.3 ツマ グロ ヒョウ モン (4zgyzezs hyperbius) 幼虫 站 脱皮 回 数 ， 








すなわち 令 数 に 関し て , 過去 報告 され て いる 観察 の 結末 は 大 部 分 
5 令 の よう で ある が , 今回 筆者 の 観 祭 で は 5 回 脱皮 , 6 令 を 確認 し た . そこ と で 

(1) 4 回 脱皮 の 5 令 と , 6 回 脱皮 の 7 令 は 共に 観察 の 誤り で , 5 回 脱皮 の 6 令 だ けが 正しい の か . 又は 

(2) 何等 か の 要因 に よっ て , 5 信 , 6 令 , 7 倒 が 各々 実存 する の か . と の 点 に つい て は まだ 明らか で な い ・ 
ヒョウ モン 類 の 大 部 分 の 種 の 幼虫 が 5 令 と され て いる 中 で , 4zgyzews ん yperbius だ けが 例外 的 に 6 令 を みた こと 
と , 及び 7 全 の 可能 性 も あり うる と と は , 大 変 興味 ある こと で ヶ 補 ー 
本 稿 を 草 す る に あたり , お 世話 に な っ た 白水 隆 教 授 , 宮木 省 三 主任 , 青柳 昌宏 氏 に 対し て 深謝 の 意 を 表す る ・ 


引用 文献 : ・ 青 昌 柳 宏 1951。 ツマ グロ ヒョウ モン の 生活 喝 , 紀州 尾 虫 3) ・ 白 水 隆 ・ 原 章 1960 一 
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